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設計」（トップダウンの組織）、「党務による政務領
導」、といったポスト鄧小平時代の脱毛沢東化によ
る集団指導制とは異る習近平の新しいガバナンスの
作法を、レーニン主義の「21世紀の課題に適合した」
復活ととらえるハイネマン説に賛同しているようで
ある。同時に、WSJの記者ブラウン氏の解釈「21世
紀の課題こそがビッグデータ独裁であり、習近平独
裁の本質とはビッグデータ独裁」であるとの解釈も
紹介し、氏自身の問題意識が習近平中国の直面する
課題がビッグデータ独裁＝テクノファシズムをいか
に防ぐか（第４章の副題）にあることを示唆してい
る。まず、このビッグデータ独裁の問題に対する中
国国内の２人の学者、張志安教授のインターネット
世論と国家ガバナンス（治理）の関係の研究、およ
び肖浜教授（中山大学）の情報技術のとり扱いにお
ける国家権力、つまり立法権と行政権の行使と公民
権の保証に関する研究の紹介を行っている。
　張教授による、「国家・市場・世論」の３者協議に
よりガバナンス論、「発話権」に対する「話語権」（話
を聞いてもらう権利）といった情報自由権」、さら
には国家主権に対するネット主権の問題提起などに
注目する。既に国家権力に収集された情報の使用の
あり方によっては、ホッブズの「リバイアサン」な
らぬデジタル・リバイアサンが出現し、ジョージ・
オーエルの描いた「1984年」の「ビッグブラザーの
独裁」ならぬ「ビッグデータ独裁」が習近平独裁に
よってもたらされる恐ろしい将来の可能性にたいす
る中国内部における他の可能性をもつ議論として紹
介している。2017年10月の党規約に、「新時代の社会
主義の核心はデジタル経済と情報化工業である」と
明記したことを紹介し、その実現組織として習近平
をトップとする「中央ネットワーク・セキュリティ
情報化領導小組」が2014年２月にすでに成立し活動
していること、さらに人民日報、新華社通信といっ
た伝統的メディアにおいて、通信・放送・新聞を連
携させるメディア融合の新システムとしての情報発
信のプラットフォームを構築していること、同時に
テンセントやSINAといった民間ポータルサイトを
通じて個人が発信するデータを、陳敏爾をリーダー
として建設された貴安新区のビッグデータセンター
に集積させている事を紹介している。「そのビッグ
されている。第２章「「移行期の中国経済」の高度
成長」では、中国の高度成長を４要因にまとめ、「ポ
スト冷戦期の資本主義の繁栄という外部環境のもと
で「世界の工場・中国」が生まれたという事実認識
を前提としてその輸出依存型経済が生み出す対外直
接投資の動向を、UNCTADの報告書に基づき米日独
との比較を行い、直接投資受け入れがハイテク分野
にシフトし、一方、ローテク分野では対外投資に転
じていることから既に欧米日と同様の直接投資行動
パターンに移行していることを示している。一方従
来の経済成長が人口ボーナス社会から一人っ子政策
の帰結として人口オーナス社会に転じているため、
第12次５カ年計画が量的経済発展から質的経済成長
に変化すること、循環型経済成長を模索する転換点
となっており、労働生産性が重視され、製造業の高
度化を目指す「メイドインチャイナ2025」政策の詳
細が紹介されている。資本主義の発展とは異なる代
替的経済発展モデルの可能性を指摘し、世界銀行や
ゴールドマンザックスの中国経済楽観論と結びつけ、
その生産力発展の現段階の全体像をスケッチし、本
書の核心をなす３、４、５章の導入としている。著者
の結論は、2017年10月の19回党大会で習近平が行っ
た政治報告の「社会主義の初級的段階」の解釈と、
1956年の第８回党大会で毛沢東が行った「社会主義
の初級的段階」の規定との同型性を指摘し毛沢東の
生産関係優先思想と鄧小平の生産力優先思想の２つ
を止揚する、新時代の、つまり生産力では既に初級
段階の終焉がみえた時代における社会主義の新思想
として習近平思想を解釈してみせるのである。では
３章、４章、５章をやや詳しく紹介・検討しよう。
３．本書の核心
　第３章「現実化するデジタル・レーニン主義」で
は、最近話題のハイルマンがハーバードのフェアバ
ンクセンターで、2017年４月に発表した論文「レー
ニン主義の復活と創新」において、習近平中国のデ
ジタル化構想と「権力の再集権化」により「中国共
産党」を創新させるとする分析を紹介し、これをポ
ジティブに評価している。日本のマスコミ等では通
説となっているような、「習近平独裁」、「毛沢東個人
崇拝の復活」のようなネガティブ評価に対し、「頂層
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19回党大会における習近平の政治報告の読み解きで
あり、習近平の「新時代」の中国の特色をもつ社会
主義の、毛沢東、鄧小平との違いが明かにされ、新
時代の中国を導く「新理念、新思想、新戦略」が解
読される。基本概念は「社会主義の初級段階」の解
釈が、毛沢東時代、鄧小平時代と異なること、この
社会主義の初級段階における主要矛盾の解釈という
社会主義世界の形而上学における解釈改変の手続き
の読み解きである。著者の独自の見方は、13回大会
（1987年）の趙紫陽報告で行われた初級段階から次
の段階としての政治改革という展望が、趙紫陽の失
脚後忘れ去られ、江沢民により、社会主義の目標が
曖昧にされ、その帰結が汚職腐敗の蔓延をもたらし
た。対して習近平が2049年社会主義初級段階の終焉
という明確な展望をあたえ、先の趙紫陽の政治報告
の流れに初級段階認識を戻したというのが著者の解
釈の要点である。したがって中国社会主義の最大の
課題は、AIの活用、ビッグデータの管理が誰によっ
てどのように支配されるかに帰結するというのであ
る。習近平を趙紫陽の政治改革路線につながりうる
ものと理解するところが、矢吹流の現代社会主義の
可能性である。
４．評者の見解
　第６章では「一帯一路」がとりあげられたあと、
補論１では中国トップ人事をめぐる日本のマスメ
ディアの批判、補論２では尖閣紛争を巡る日本の政
府やアカデミズム批判が展開されているが、３、４、
５章の核心の部分についての矢吹分析に限って検討
しておく。
　第一に、氏の使用する主要概念や用語の理解は、
矢吹中国学60年の、その時々の著者の著作に立ち返
らないと正確に理解が難しい。例えば、「官僚制資本
主義階級」という概念は毛沢東の対ソ批判で使われ
たものであろう。「チャイメリカ」は、ニール・ファー
ガソンの著書とは無関係で、毛沢東が1962年７月の
部分核停条約を「米ソ結託」としてソ連の非難を行っ
た論理を、米中結託論に転用し、国家資本主義とし
ての中国分析に適用したとみられる。
　第２は習近平の「中国の夢」の柱となる概念は「強
国思想」であり「中華民族の復興」を唱っている。
データ解析」を行う国家を誰が監視するのかが政治
の中心課題として浮上してきたことを著者は強調し
ている。続いて第４章　「電脳社会主義の必然性」
は矢吹中国学60年の独特な歴史観と中国認識が展開
される本書の基層である。著者の視点による中国の
社会主義の転変の歴史の概括がおこなわれ、著者の
現在の最大関心は、ひたすらIT革命、ET革命を進め、
開発独裁型権力を支える社会主義官僚制、中国版
ノーメンクラツーラの分析であるとされる。中国社
会主義の変遷を官僚制に対する毛沢東の戦いの歴史
と言う認識を展開する。『裏切られた革命』のトロ
ツキー、『世界の官僚制化』のイタリアのブルーノ・
リッツィ、『新しい階級』の旧ユーゴのジラスの官僚
制階級論の系譜と並んで、「旧ソ連の現実の姿に中国
の明日を垣間見た」毛沢東が中国社会主義官僚制に
闘いを挑んだのが「反右派闘争」であり、「大躍進」
であり、そのやり直しが「文化大革命」発動の意図
であるという解釈である。この毛沢東史観に基づき
「21世紀初頭における中国の現実」を「官僚主義者
階級」が生産手段を所有し名実ともに自らの階級を
再生産する条件を整え、中国国家資本主義が官僚資
本主義として自立している姿であると把握し、いま
こそ中国における「官僚主義者階級」についての分
析が必要であると主張する。鄧小平以降の市場経済
システムの導入が、人々に生活向上への希望を与え
経済活動に一定の自由化が進展したが、それを背後
で支えてきたのは「管理社会のシステム」であり、
政治支配体制の徹底的な引き締めによる「管理社会
の構築」であり、これが、ソ連の崩壊にもかかわら
ず中国共産党を支配政党として存続させたとの認識
である。しかし、この政治の安定は「政治の目標と
理想」を失わせるものであり、支配階級としてのノー
メンクラツーラと呼ばれる特権階級の私物化を増大
させ江沢民・胡錦濤時代における腐敗と格差を増大
させた原因であるとする。建党90年にあたる2011年
前後が最も混迷を深めた時期であり将にその時、著
者がプチ毛沢東と名付けた習近平が最高権力者とし
て登場した必然性があると解釈する。「中国に習近
平があらわれた」とみるか、「中国に毛沢東思想とい
う妖怪が再び徘徊している」とみるか、である。
　「第５章　習近平思想」は、2017年10月18日の第
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ある。
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この「強国思想」「民族復興思想」と社会主義の理
念との関連性については触れていない。中華民族思
想＝強国思想とテクノロジーの主導する管理社会が、
「社会帝国主義」や「社会ファシズム」の中国的形
態を強化するのではないか。「中国」という言葉は
1902年に梁啓超によって使用開始された概念であり、
「中華民族」は1988年に、社会学者費孝通によって
再措定された概念であり、ともに中国共産党により
公認され、国家統合のイデオロギーとして強調され
たものである。果たして、社会主義の理念と強国思
想のどちらが本音であろうか。
　第３は、著者は暗黙には経済発展の後に民主化の
実現を想定していたようである。人権尊重を主張し
た劉曉波の欧米の普遍的価値は拒否するが社会治理
によって代替するというのが共産党の回答であるよ
うだ。著者はこの社会治理の追求の方向性を肯定的
に評価している。しかし、マルクス－レーニン主義
を党の基本とする限り、民主主義とは、民主集中制
であり、党が国家を所有する。党はイデオロギーの
解釈権の独占者としての国家のイデオロギー支配者
である。異なる意見は敵と見做し粛清するのがレー
ニンの革命党の論理であり、権力掌握後は革命のた
めの党組織が統治執行機関へ横滑り変貌したのであ
り、毛沢東はこの党組織論を継承した。マルクス・
レーニン主義・毛沢東思想の、党自身による脱構築
なしに民主化はありえないし、AIテクノロジーの適
用で解決されると言う発想は、19世紀にうまれたマ
ルクス主義の科学楽観主義に通じるのではないか。
最期に、われわれにとっては、著書の見解や分析を
学ぶことは、有益である。中国共産党の内在的論理
に近接して理解し、リアルタイムに中共政府の論理
と行動と最新の情勢を解釈してくれる事は貴重であ
り現在の日本では希有の言説ではないか。政府・官
僚機構、それにおもねるマスメディアや御用学者評
論家が跳梁跋扈する現在日本の言説空間において、
圧倒的な少数意見である事は、そこから学ぶ意義は
極めて大きいと言えるだろう。資本主義の世界シス
テムに深く組み込まれ、最先端技術を手にした中国
経済が再び社会主義への旋回を実現すると世界はど
のようなハレーションを被ることになるだろうか。
著者の可能性の光の側面が実現するを願うばかりで
